


























































































を高める重要性を指摘した研究を参考にしたい。これまでは RJP（Realistic Job Prewiew）理
論をもとに検討されてきた実績がある（金井；1994）9。それは、採用前に企業が求職者へ実態






























①専門・職能別コンピタンス（Technical/Functional Competences, TF） ②全般管理コンピタン

































































　　実　  施  　日：2012 年 3 月卒業式当日
　　回　  収　  数：未内定者 80 名、内定者 92 名、合計 172 名（回収率：28％）
　　ヒアリング実施日：卒業式翌日～ 5 月 24 日（電話にて個人にインタビュー）
○第２回目の配布数：600 名
　　実　  施　  日：2014 年 3 月卒業式当日






















会が用意されているケースが多い。尚、就職を希望しない 12 人を除く 68 人について、選択し
た職種の数を図表 2-2 に示す。41.2% の者は希望職種を 1 つに絞っていた。このことから、未
内定者の多くが事務職を希望し、かつ希望職種を１つに絞っていることが分かった。




















求人選択の際に自宅からの勤務範囲については、 こだわったとした者は内定者で 37 名











いた。次に、未内定者が実際に面接を受けた会社（団体）の数は、0（8 人）～ 40 社（2 人）
で、内定者は、1 社（12 人）～ 57 社（1 人）であった。内定者のうち、1 社と答えた者は、希望
する会社から早い段階で内定を得て就職活動を終了していた。内定者の方が多くの企業に挑戦
している割合が高かった。未内定者のなかには、受験した社数 0 とするものが 8 名もいた（図表
4-1,2）。なお、無記入者は未内定者 21 名、内定者 4 名であったが、表には反映していない。
図表 3　自宅通勤へのこだわり
　　　図表 4 － 1　受験者数（単位：人数）　　　　　　　図表 4 － 2　受験者数（％割合）　
未内定者（人） 内定者（人）
0 8 0
1 ～ 5 社 24 42
6 ～ 10 社 16 17
11 ～ 15 社 2 6
16 ～ 20 社 4 10




























































































































































































































































1 位 書類添削 82％ 進路相談 71%
2 位 進路相談 79％ 書類添削 67%
3 位 模擬面接 61％ 模擬面接 57%
4 位 仕事やキャリアの相談 45％ 不安解消 37%
5 位 先輩たちの成功失敗例 41％ 先輩たちの成功失敗例 33%
6 位 グループディスカッション練習 39％ グループディスカッション練習 32%
7 位 不安解消 38% 企業分析 27%
8 位 企業分析 37% 職業解説 25%
9 位 求人票の見方 28% 仕事やキャリアの相談 24%
10 位 適性検査 28% 求人票の見方 23%
11 位 職業解説 23% 適性検査 20%
12 位 雑談相手 4% 雑談相手 5%











































































































































































































































































者の約 2 倍の割合だった。その他、各 1 名ではあるが「朝、起きられない」「1 日働くのはつら
い」といった生活習慣の問題を抱える学生がいた（図表 34）。
図表 33　インターンシップの経験










　 内定者（人） ％ 未内定者（人）
自信がない、申し込む勇気がわかない 8 36 17
迷惑をかける気がする 3 14 2
まだ早い 0 0 0
仕事でしかられるのが怖い 0 0 1
朝起きられない 0 0 1
1 日働くのはつらい 0 0 1
無駄だと思う 0 0 2
他 9 41 5
無回答 2 9 3





















図表 13　卒業後の起床時刻　　　　　　 図表 14　卒業後の生活習慣（未内定者.自己評価）
（未内定者回答者数：46）
起床時刻 人数
～ 8 時 27








































































































































図表 24 中の※記 1 ～ 6 の回答を合わせ見ても、保護者の不安やあせりが確認できる。尚、本
稿では、雇用機会の理解もまた周辺環境に相当すると考える。昨今、IT の発展に伴って事務









































　　（内定者 0.8 ＜未内定者 1.3）
２．会社の将来性
　　（内定者 0.1 ＜未内定者 0.3）
３．職種
　　（内定者 1.4 ＜未内定者 1.5）
４．勤務地
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